
 

 

よき伝統：学校・家庭・地域が一体となって育ててきたもの 

  去る４月２１日全校 PTA 集会にはたくさんの保護者の皆様にご参会頂き，本当にありがとうご

ざいました。時間の関係で校長挨拶から割愛したエピソードをお伝えします。 

 

  エピソード１：伝統は日々の積み重ねから 

  「おはようございます！」 

元気に子どもたちとあいさつを交わしながらの交通観察。私の毎朝の楽しみです。    

子どもたちが元気に登校する姿を見て，感心したことがあります。道路の端を一列で整然と歩い

てくることです。列を乱したり，並んで歩きながらおしゃべりをしたりする姿は一度も見かけませ

ん。歩道が狭く交通量も多いために危険であることも事実です。しかし上学年児童が先頭になって

隊列を整え，下級生の歩く速さにも気を配りながら登校する姿は素晴らしく頼もしく思えました。 

  そして４月１２日，朝の陸上練習が始まり，４～６年生は少し早い登校になりました。３年生・

２年生が１年生を連れてくることになります。３年生とはいえ，まだまだ小さな子どもたちです 

「ちゃんと連れてこられるかな？」。少し不安を抱えながらも下学年の登校を待っていると，整然

と一列で道路の端を，１年生を導きながら歩いてくるではありませんか。とても立派でした。上学

年の模範的な姿が下学年の子どもたちにもしっかり受け継がれていたことに感動すらおぼえまし

た。たとえ教師が毎日指導したとしても一朝一夕で実現する姿ではないからです。   

登校時の交通マナーは，上の学年から次の学年に，言葉ではなく実行することをとおして脈々と

受け継がれてきたものであり，立派な伝統と呼べるものです。「お兄さん・お姉さん」の立派な姿に

あこがれ，下の子どもたちが見えないバトンを心にしっかり受け取ってきたのでしょう。 

  もちろん教師が適時適切に継続して指導してきたことも事実でしょう。そして日々お家の方か

ら，また地域の方々から，教えられ，時にお叱りを受け，たくさんほめられ励まされ，その結果し

っかりと根付いてきたものだと考えます。よき伝統は日々の営みからかたちづくられるのですね。 

 

  エピソード２：もう一つ，心に残ったこと 

先週１８日（火）のこと。警報こそ出なかったものの登校時間は風も雨も強い荒天でした。学校 

西門につながる郵便局前の交差点で子ども達の登校を待っていました。私の前を何台もの車が行き

過ぎるのですが，通る車通る車がみんなスピードを緩めて，対向車のタイミングを見計らってセン

ターよりを通ってくれるのです。私のために水しぶきがかからないようにという温かい配慮なので

す。申し訳ない気持ちと感謝とで雨は冷たかったのですが，心はほっこり温かくなりました。 

雨でなくとも子ども達が歩いているとスピードを落とし，センター寄りを通ってくれる運転手さ

んの多いことにも毎朝頭が下がります。毎朝のように郵便局前の横断歩道に立って下さる佐伯諄一

郎様，毎朝登校班に付き添って下さる保護者の皆様，そうした地域ぐるみで子ども達を見守り育て

ている姿が，毎朝この地区を通過する自動車の運転手にも伝わっていることが実感できました。 

  登校の話題を例にしました。学校・家庭・地域が一体となって子どもを守り育てる営みが，萬歳

地区のよき教育風土をつくり，伝統を築き，受け継がれてきたのでしょう。今年度も地域と一体と

なった教育活動を推進したいと考えています。子ども達のためにともに手を携えて参りましょう。 
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～ 豊かな心は温かな人間関係から ～ 

子育てにおいて最も基本となることを学校・家庭ともに確認し合いましょう。 

 

上の資料は千葉県教育委員会ホームページ「学校から発信する家庭教育支援プログラム」 

（https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/shougaku/renkei/kateikyouiku/documents/s_1_1.pdf） 

より転載いたしました。他にも役立つ情報がたくさん掲載されています。ぜひご活用下さい。 
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